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	取組の概要
	取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点）
	取組の平時における利活用の状況
	周囲の声
	 東日本大震災の際に、消防車両等の燃料の確保等に苦慮した。今回の燃料備蓄基地の完成に併せて燃料等の供給協力体制が確保できたことは、防災対策に係わる責任者として大変心強く感じる。（地方公共団体）

